
新型コロナウイルスに係る兵庫県立大学行動指針（ＢＣＰ）（令和３年８月２０日～） 

レベル 
学生 教員 職員 学外者 その他 

入構 授業 研究活動 実習・ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ等 課外活動 出勤・出張等 出勤 入構 会議・県大バス 

通 
常 ０          

制 
限 
小 

１ 

ａ 

・必要な感染防止
対策を講じた
上で、条件付き

（対面授業、研
究活動、課外活
動等の実施日）

で全学生の入
構可 

・必要な感染防止対策を講
じた上で、全ての授業を
対象に、対面授業を実施 

・但し、必要な感染防止対
策を講じることが困難
な授業は、教育効果を担

保した上で、オンライン
で実施 

・必要な感染防止対策を講じ
た上で、学内における全て
の研究活動を実施可 

・但し、学部４年生以上（卒
業予定者）及び博士前期課
程１年生は、原則指導教員

の在学が条件（部局長の許
可により代替教員による対
応可） 

・必要な感染防止対策を講じた
上で、原則指導教員の同道のも
と、全ての実習、フィールドワ

ーク等（学外の研究活動を含
む）を実施可（部局長の許可に
より指導教員の同道なしも可） 

・必要な感染防止対策を
講じた上で、「課外活動
の承認に関するガイド

ライン」の遵守を条件
として、クラブ活動の
実施可（学部学生部長

の許可） 
・主催団体が適切なガイ
ドラインを示した公式

戦への参加可（学部学
生部長の許可） 

・必要な感染防止対策を講じた上で、出勤 
・感染防止対策をしてもなお、感染リスクが高

いと認められる場合は、自宅勤務の命令可 

・出張は自粛（部局長の許可により可） 
・海外渡航は原則禁止（３ヶ月以上の海外研修

は本部へ協議のうえ決定） 

・イベント等の開催は、必要な感染防止対策を
講じた上で開催可（部局長の許可） 

・イベント等への参加は、教育研究上の必要性

があり、必要な感染防止対策が講じられてい
るものに限り参加可（部局長の許可） 

・必要な感染防止対策
を講じた上で、出勤
（時差出勤・車通勤

等の導入） 
・感染防止対策をして
もなお、感染リスク

が高いと認められる
場合は、自宅勤務の
命令可 

・教育研究上又は大学運
営上必要な場合に限
り入構可（部局長又は

経営部長に報告） 

・必要な感染防止対
策を講じた上で、
キャンパス間の会

議を対面で実施可 
・県大バスを条件付
きで運行可 

ｂ 

・同 上 
 

・必要な感染防止対策を講
じた上で、対面授業を実
施 

・但し、必要な感染防止対
策を講じることが困難
な授業及びオンライン

化することによりキャ
ンパスの過密を回避で
きる授業は、教育効果を

担保した上で、オンライ
ンで実施 

・同 上 ・必要な感染防止対策を講じた
上で、原則指導教員の同道のも
と、全ての実習、フィールドワ

ーク等（学外の研究活動を含
む）を実施可（部局長の許可に
より指導教員の同道なしも可） 

・但し、県境を越えたまん延防止
等重点措置区域、緊急事態宣言
地域における活動は、時期の変

更が困難である等、実施がやむ
を得ない場合を除き自粛（部局
長の許可により可） 

・同 上 ・必要な感染防止対策を講じた上で、出勤 
・感染防止対策をしてもなお、感染リスクが高

いと認められる場合は、自宅勤務の命令可 

・出張は自粛。特に、県境を越えたまん延防止
等重点措置区域、緊急事態宣言地域等への出
張は強く自粛（部局長の許可により可） 

・海外渡航は原則禁止（３ヶ月以上の海外研修
は本部へ協議のうえ決定） 

・イベント等の開催は、必要な感染防止対策を

講じた上で開催可（部局長の許可） 
・イベント等への参加は、教育研究上の必要性

があり、必要な感染防止対策が講じられてい

るものに限り参加可（部局長の許可） 

・同 上 ・同 上 ・同 上 

制 
限 
中 

２ 

ａ 

・対面授業、研究
活動等の実施

日以外は原則
入構禁止 

・オンライン可能な授業
は、教育効果を担保した

上で、オンラインで実施 
・対面授業でなければ教育
効果が発揮できないも

のは、必要な感染防止対
策を講じた上で対面授
業を実施 

・時期の変更が困難である場
合に限り、必要な感染防止

対策を講じた上で、学内に
おける研究活動を実施可 

・但し、学部４年生以上（卒

業予定者）及び博士前期課
程１年生は、原則指導教員
の在学が条件（部局長の許

可により代替教員による対
応可） 

・卒業等のため時期の変更が困
難である等、実施がやむを得な

い場合を除き、実習、フィール
ドワーク等（学外の研究活動を
含む）は自粛 

・やむなく実施する場合は、必要
な感染防止対策を講じた上で、
原則指導教員の同道のもとで

実施可（部局長の許可により指
導教員の同道なしも可） 

・クラブ活動は原則禁止 
・但し、公式戦及び当該

公式戦に向けた練習に
限り実施可（学部学生
部長の許可） 

・必要な感染防止対策を講じた上で、出勤 
・自宅勤務の命令可 

・出張は強く自粛し、教育研究上特に必要な場
合に限り可（部局長の許可） 

・海外渡航は原則禁止（３ヶ月以上の海外研修

は本部へ協議のうえ決定） 
・イベント等の開催は原則禁止 
・イベント等への参加は、教育研究上の必要性

が特に高く、必要な感染防止対策が講じられ
ているものに限り、参加可（部局長の許可） 

・必要な感染防止対策
を講じた上で、出勤

（時差出勤・車通勤
等の積極的運用） 

・自宅勤務の命令可 

・教育研究上又は大学運
営上特に必要な場合

に限り入構可（部局長
又は経営部長の許可） 

・会議の性質上オン
ラインでの開催が

なじまない場合を
除き、キャンパス
間の会議はオンラ

インで実施 
・県大バスを条件付
きで運行可 

ｂ 

・学部４年生以上
（ 卒 業 予 定
者）、博士前期

課程１年生等、
特定年次学生
に限り入構可 

・教育効果を担保した上
で、オンライン授業をメ
インで実施 

・対面授業でなければ教育
効果が発揮できないも
のは、必要な感染防止対

策を講じ、優先度に応じ
て学年を限定する等し
た上で、対面授業を実施 

・学部４年生以上（卒業予定
者）の卒業研究、博士前期
課程１年生の修士研究な

ど、優先度に応じて学年を
限定し、原則指導教員在室
を条件に実施可（部局長の

許可により代替教員による
対応可） 

・同 上 ・クラブ活動は全面禁止 
 
 

・同 上 ・同 上 ・同 上 ・同 上 

制 
限 
大 

３ 

・原則禁止（特に
優先度の高い
研究活動等に
限り入構可） 

・教育効果を担保した上
で、全ての授業をオンラ
インで実施 

・原則禁止 
・特に優先度の高い一部学生
に限定し、かつ安全な通学
方法により登校可能な場合
に限り、最小限の研究活動
を実施可（部局長の許可） 

・原則禁止 
・自然を対象とする時期的な必

然性のある一部学生の活動に
限り、最小限の活動を実施可
（部局長の許可） 

・同 上 ・可能な限り自宅勤務により授業・研究等を実
施 

・出張は原則禁止（部局長の許可により可） 
・イベント等の開催、参加は全面禁止 

・必要な感染防止対策
を講じた上で、出勤
（時差出勤・車通勤
等の積極的運用） 

・自宅勤務の積極的運
用 

・郵便・その他大学機能
の維持に必要な最小
限のみ入構可（部局長
又は経営部長の許可） 

・同 上 

制 
限 
最 
大 

４ 

・全面禁止（研究
活動の維持等
に限り入構可） 

・同 上 ・全面禁止 
・研究活動の維持に必要な最
小限の活動に限り実施可
（部局長の許可） 

・全面禁止 
・動植物の世話に必要な最小限

の活動に限り実施可（部局長の
許可） 

・同 上 ・原則自宅勤務により授業・研究等を実施 
・研究活動の維持等に必要な最小限の活動に

限り実施可（部局長の許可） 
・出張は原則禁止（部局長の許可により可） 

・原則自宅勤務 
・大学機能の維持に必
要な最小限の人員に
限り出勤可 

・同 上 ・原則全ての会議を
オンラインで実施 

・県大バスの運行禁
止 

原 
則 
停 
止 

５ 

・全面禁止（動植
物の世話に限
り入構可） 

・全ての授業を停止 ・全面禁止 ・同 上 ・同 上 ・自宅勤務 
・動植物の世話に必要な最小限の活動に限り

実施可（部局長の許可） 
・出張は全面禁止 

・自宅勤務 
・大学機能の最低限の
維持に必要な最小限
の人員に限り出勤可
（所属長の許可） 

・全面禁止 
・大学機能の最低限の維
持に必要な場合に限
り入構可（部局長又は
経営部長の許可） 

・原則全ての会議を
オンラインで実施 

・県大バスの運行禁
止 

・この行動指針は全学共通を基本としますが、同じレベル内において、キャンパス・所在地の状況に照らし、対応について個別に判断することもあります。 R3.6.18 改正 




